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イントロ キット 
   

 

【警告】 

＜併用医療機器＞ 

・関連製品や使用するツール類などの特徴や組み合わせ等を
正確に把握し、最良の取り扱い方をする必要がある。 

［破損や不適切な設置による術後成績不良が発生する恐れが

あるため。］ 

 

【禁忌・禁止】 

＜適用対象（患者）＞ 

・本品に使用されている金属に対しアレルギーがある患者に

は使用しないこと。 

＜使用方法＞ 

・器具の欠損や変形がある場合は使用しないこと。 

［不適切な処置による術後成績不良が発生する恐れがあ
る。］ 

・快削性を失った状態のドリルを使用しないこと。（早めに

新品に交換すること。） 

［消耗したドリルの使用は、発熱や不正確な窩洞形成の原因
となる。］ 

【形状・構造及び原理等】 

 形状（形状の違うものがある。） 

  

ドリルガイド 
（材質：ステンレス、チタン（合金）） 

 

ポスト（材質：チタン（合金）） 

 

ティッシュパンチ（材質：ステンレス） 

  

リムーバー（材質：ステンレス） 

  

ケース（材質：ステンレス、シリコンゴム、 
アルミニウム（合金）） 

 
 

 

【使用目的又は効果】 

骨の切削・穿孔を行うために用い、埋入予定物の適切な
位置のガイドとして使用することが出来る。本品は再使

用可能である。 

 

【使用方法等】 

・使用前に洗浄し滅菌を行うこと。（「保守・点検に係
わる事項」を参照） 

・適切な径のドリルガイドを選択し、近心又は遠心にあ

る隣接歯に対し適切にドリルする。 

 （回転速度 1200rpm） 

・２本以上埋入する場合は、イニシャルドリル後に適切

なポストを立てて基準となる隣接歯とし、（ポストに
対し）予定部位に適切なドリルガイドでドリルする。 

 ＊ポストはフロスなどを通す誤飲防止用のホールをご

利用下さい。 

 

使用方法に関連する使用上の注意 

・充分な術前診断と計画を立てた後、施術すること。 

・口腔内に放置しないこと。 

・本製品の使用前・使用後には、適切なメンテナンスを
行うこと。 

（「保守・点検に係る事項」の項参照） 

［メンテナンスが適切でないと、器具の性能が早期に
低下したり、さびが発生したりすることがある。］ 

・使用した器具を洗浄・滅菌する場合は、手袋やピンセ
ットなどを使用すること。 

［作業者の感染防止のため、また器具の再汚染を避け

るため。］ 

・機器の接続時は、しっかりと接続すること。 

［不適切な処置を防ぐため。］ 

・CT による診査・診断を行い、骨の形態・状態を十分に
把握すること。 

［適切な計画と施術のため。］ 

 

【使用上の注意】 

・本品については術前に十分操作方法に精通すること。

また組み合せる製品に関しても十分に理解すること。
［操作マニュアル等を熟読すること。］ 

・本品は未滅菌の為、使用前に必ず洗浄し滅菌を行うこ

と。（「保守・点検に係る事項」の項参照） 

・ドリルガイドの使用後は、分解して洗浄する。 

 （「保守・点検に係る事項」の項参照） 

・患者に適用可能であるかどうかを判断するために、十
分な術前審査を行うこと。 

 

重要な基本的注意 

・金属アレルギーによる異常が認められた場合は直ちに

使用を中止し、医師の診断を受けさせること。 

 

不具合・有害事象 

［重大な不具合］ 

器具の強度を上まわる過大な側方圧やねじり応力が加わ
った場合、器具が変形したり破損したりする恐れがある。 

 

 

 



  

 

【保管方法及び有効期間等】 

保管方法 

・高温多湿、直射日光を避け常温で保管すること。 

・歯科の従事者以外が触れないよう適切に保管すること。 

・清潔な場所で保管すること。 

・血液、体液、組織及び薬品等が付着したまま保管しな

いこと。 

 

【保守・点検に係わる事項】 

使用者による保守点検事項 

本品は洗浄、滅菌を行い清潔な状態で使用すること。 

使用後は長時間放置せず、必ず洗浄を行うこと。 

 

1) 滅菌方法 

オートクレーブ滅菌を行う場合は、以下の条件で滅菌
することができる。各施設において器具類の滅菌に関
する適切に有効性がバリデートされた滅菌プロセスで

あれば、本条件と異なった滅菌を行うことも可能であ
る。 

 

滅菌条件例（第 16 改正日本薬局方 参考情報 

 微生物殺滅法 2.滅菌法 高圧蒸気法 による） 

保持温度 保持時間 

121～124℃ 15 分間 

126～129℃ 10 分間 

 

2) 使用前の滅菌について 

オートクレーブ滅菌は、精製水を使用し、手術の 1～2

時間前に実施することを推奨する。また、オートクレ
ーブ後は必ず乾燥を行うこと。 

3) 術中の器具の取り扱い 

使用した本品は、滅菌精製水や生理食塩液の入ったシ
ャーレ等の中に入れ、乾燥させないこと。 

4) 使用後の洗浄手順 

①本品の使用後は、血液・体液・組織及び薬品などの
付着がある状態で長時間放置せず、これら目に見え

る汚れを中性洗剤を使用してブラシ等で落とし、以
下の処置を行うこと。 

②消毒は、消毒用アルコールやアルデヒド系消毒剤を

使用し、消毒剤のメーカーの指示に従って消毒する
こと。塩素系・シュウ酸系・過酸化物系・強酸性水
を含有する消毒剤・洗浄剤は腐食や変色の原因とな

るので使用しないこと。 

③洗浄剤や消毒剤を使用した際には、水道水で流水洗
浄を十分に行うこと。 

④流水洗浄の後に、精製水を用いて超音波洗浄を 5 分
間行うこと。この際、器具同士が接触しないように、
ガーゼなどで包んで行うこと。 

⑤超音波洗浄後、消毒用アルコールやエタノールに器
具を浸した後、取り出して自然乾燥すること。 

 

5) 保管 

乾燥後、清浄なツールケースに入れて保管すること。
器具を収納したツールケースは、乾燥した清浄な場所

で、高温多湿、直射日光を避けて保管すること。 

過度の衝撃を加えないよう十分注意して取り扱うこと。 

 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

 

製造販売元 株式会社ブレ－ンベ－ス 

電話番号  03-3778-0745 

 

 


